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11)小 口症に対する部分欠損歯列の補綴的機能

回復

○加藤 史仁,山 森 徹雄,本 間 済,安 田 睦1

清野 和夫,金 秀樹2,大野 敬2

(奥羽大 ・歯 ・歯科補綴,

附属病院1,口腔外科2)

小口症は口裂が異常に小 さく,口 唇の伸展性に

も欠け,歯 科治療が困難 とされている。特に,歯

列の部分欠損に対する補綴治療においては術野へ

のアプローチが制限 され,術 者側の困難性と患者

の負担が生 じる。今回,後 天的に生 じた小口症に

対する部分床義歯補綴を通 して,補 綴的考慮を加

えた。

症例 は81歳 の男性で,平 成19年6月,下 唇 に

発生 した扁平上皮癌の診断の下,口 腔外科にて腫

瘍摘出術と口唇形成術が施行された。同年9月,

手術後の経過が良好なことから咀嚼障害の改善 を

求めて総合歯科 を受診 した。

口唇部には手術時の切開線に沿った疲痕が認め

られ,口 唇の伸展性に欠け,口 裂周囲長は140mm

であった。口腔内は③4⑤ と４～123が 残存 し,

咬頭嵌合は失われ,す れ違い咬合の様相 を呈 して

いた。

本症例 に対 し主訴である咀嚼障害を早期に改善

するため,先 ず暫間的に部分床義歯を装着するこ

とにした。口裂周囲長が短いため通法による印象

採得が困難であることから,概 形印象はシリコー

ン印象材パ テタイプの印象を トレーとして イン

ジェクシ ョンタイプで採得 した。精密印象採得に

際 しては分割 トレーを用いることにした。左右に

分割 した トレーをチャネル と嵌合部により連結す

るよう設計 した。 トレー用 レジンで設計に沿った

分割 トレーを製作 し,そ れぞれを口腔内に挿入 し

筋圧形成後,シ リコーン印象材で印象 した。その

際,一 方の トレーで印象後に界面ヘワセ リンを塗

布 し,他 方の トレーを口腔内で組み込んで印象 し



Vo1.35No.3 第45回 奥羽大学歯学会例会講演抄録 149

た。 トレーの撤去時は分割 して別々に取 り出し,

口腔外で再度組み立てた。通法に則 り部分床義歯

を製作 し口腔内装着時に口裂を損傷 しない程度に

床辺縁を削合 し形態を捉 えた結果,通 常の義歯形

態でも着脱が可能となった。

分割 トレーは組み立て時の精度や連結部の強度

が印象の精度に影響を与えることから,連 結部の

構造と製作技術が重要であることを改めて認識 し

た。
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